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Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
契
約
と
民
法
七
六
一
条
適
用
の
可
否

―
―

札
幌
に
お
け
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
請
求
訴
訟
の
概
要―

―

中

村

誠

也

第
一

は
じ
め
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
や
受
信
料
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
側
が
法
的
手
続
で
の
受
信
料
回
収
を
開
始
し
て
以
降
、
憲
法
問
題
も

含
め
て
根
本
か
ら
争
わ
れ
た
裁
判
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
私
が
被
告

代
理
人
と
し
て
携
わ
っ
た
裁
判
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
に
つ
い

て
、
特
定
の
民
法
の
条
文
、
七
六
一
条
の
適
用
を
問
題
と
し
た
、
そ
の

意
味
で
き
わ
め
て
法
律
的
に
専
門
的
な
裁
判
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
訪
問

を
受
け
、
妻
が
夫
の
名
義
で
契
約
書
に
署
名
捺
印
し
た
。
日
中
不
在
の

夫
に
代
わ
っ
て
そ
の
配
偶
者
が
契
約
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
民
法
七
六
一
条
、
い
わ
ゆ
る
「
日
常
家
事

債
務
の
連
帯
責
任
」
の
適
用
に
よ
り
、
契
約
が
成
立
し
夫
に
受
信
料
支

払
い
の
責
任
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
札
幌
地
裁
は
、
平
成
二
二
年

三
月
一
九
日
、「
契
約
当
事
者
間
に
対
価
関
係
は
な
い
片
務
契
約
で
あ
る

放
送
受
信
契
約
に
民
法
七
六
一
条
の
適
用
は
な
い
」
な
ど
と
し
、
夫
の

責
任
を
否
定
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
請
求
を
棄
却
す
る
判
決
を
下

１
）

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
で
あ
る
札
幌
高
等
裁
判
所
は
、
地
裁
の
判
決
を

取
消
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
請
求
を
認
め
る
判
決
を

２
）

し
た
。
背
景
に
は
放
送
法
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で
定
め
ら
れ
た
義
務
の
内
容
や
そ
の
義
務
と
放
送
受
信
契
約
の
関
係
な

ど
法
解
釈
上
き
わ
め
て
技
術
的
な
問
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、

確
信
的
に
契
約
書
に
署
名
捺
印
す
る
こ
と
を
拒
絶
す
れ
ば
法
的
手
続
は

取
ら
れ
ず
、
妻
で
あ
っ
て
も
署
名
捺
印
し
て
し
ま
え
ば
、
裁
判
で
支
払

を
命
ぜ
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
、
と
い
う
素
朴
な
不
公
平
感
も
あ
る
。
法

律
的
問
題
点
の
ほ
か
、
そ
も
そ
も
「
受
信
料
と
は
い
っ
た
い
何
か
」
に

つ
い
て
の
実
感
等
を
含
め
て
報
告
す
る
。

第
二

訴
訟
の
経
緯

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
原
告
と
な
っ
て
、
被
告
の
男
性
Ａ
（
札
幌
市
内
在
住
、
四

〇
代
）
に
対
し
、
平
成
一
五
年
一
二
月
か
ら
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
の

放
送
受
信
料
一
二
万
一
六
八
〇
円
及
び
遅
延
損
害
金
を
求
め
た
事
件
で

あ
り
、
訴
訟
の
経
過
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

平
成
二
〇
年
三
月
七
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ａ
に
、
支
払
督
促
申
立
（
札

幌
簡
易
裁
判
所
）

②

三
月
二
五
日

Ａ
、
異
議
申
し
立
て
。

Ａ
が
異
議
申
立
書
に
書
い
た
理
由
は
、（
ア
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
を
見

て
い
な
い
、（
イ
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
消
費
者
の
意
思
を
無
視
し
た
強
引
で
過

度
の
営
業
し
て
お
り
、
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
、（
ウ
）受
信
契
約
を

し
た
覚
え
が
な
い
、（
エ
）Ｃ
Ｓ
契
約
を
し
て
お
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
直
接
契

約
す
る
理
由
が
な
い
、（
オ
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
度
重
な
る
不
祥
事
を
考
え
る

と
今
後
も
受
信
の
意
思
が
な
い
、
な
ど
で
あ
っ
た
（
本
人
に
よ
る
異

議
申
立
て
で
あ
る
）。

③

五
月
一
六
日

札
幌
簡
易
裁
判
所
、
札
幌
地
方
裁
判
所
に
事
件
を

移
送
（
地
裁
に
移
送
後
、
Ａ
は
訴
訟
代
理
人
と
し
て
弁
護
士
を
依
頼

し
た
）。

④

札
幌
地
裁
に
お
い
て
、
Ａ
、
Ａ
の
妻
Ｂ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
地
域
ス
タ
ッ

フ
（
契
約
取
次
者
）
の
本
人
尋
問
、
証
人
尋
問
を
行
っ
た
。

ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
民
法
学
者
三
名
の
意
見
書
を
書
証
と
し
て
提
出

し
た
。

⑤

平
成
二
二
年
三
月
一
九
日

札
幌
地
裁
判
決
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
請
求
棄

却
）。同

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
札
幌
高
等
裁
判
所
に
控
訴
。

⑥

平
成
二
二
年
一
一
月
五
日

札
幌
高
等
裁
判
所
判
決
（
地
裁
判
決

取
消
、
Ａ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
一
七
万
円
等
を
支
払
え
、
と
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
請

求
認
容
）。

⑦

平
成
二
二
年
一
一
月
一
七
日

Ａ
、
最
高
裁
判
所
に
上
告
及
び
上

告
受
理
申
立
。

⑧

平
成
二
三
年
五
月
三
一
日

最
高
裁
、
上
告
棄
却
等
の
決
定
。
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第
三

事
案
の
概
要

本
件
の
事
案
の
概
要
に
つ
い
て
、
第
一
審
の
札
幌
地
裁
が
認
定
し
た

事
実
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｗ
は
、
平
成
一
二
年
一
二
月
か
ら
平
成
一
八
年
一
一
月
ま
で
の
間
、

原
告
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
札
幌
放
送
局
）
の
契
約
取
次
業
務
に
従
事
し
て
い
た
。

こ
の
期
間
の
う
ち
、
平
成
一
二
年
一
二
月
か
ら
平
成
一
四
年
三
月
ま
で

は
株
式
会
社
Ｃ
に
、
平
成
一
四
年
四
月
か
ら
平
成
一
五
年
三
月
ま
で
は

株
式
会
社
Ｄ
に
派
遣
社
員
と
し
て
所
属
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
つ
の
会

社
は
い
ず
れ
も
原
告
か
ら
契
約
取
次
業
務
の
法
人
受
託
を
受
け
て
お

り
、
五
人
前
後
の
社
員
が
従
事
し
て
い
た
。

Ｗ
は
、
平
成
一
五
年
二
月
七
日
当
時
、
原
告
か
ら
業
務
委
託
を
受
け

た
株
式
会
社
Ｄ
に
所
属
し
て
、
二
か
月
間
で
約
八
〇
〇
件
の
未
契
約
者

宅
を
割
り
当
て
ら
れ
た
上
で
、
一
日
に
一
〇
〇
か
ら
二
〇
〇
の
住
宅
を

訪
問
し
、
約
二
〇
の
住
宅
の
方
と
面
会
し
て
い
た
。

Ｗ
は
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
取
扱
件
数
を
受
け
持
っ
て
お
り
、
個
々

具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
の
記
憶
は
な
い
も
の
の
、
被
告
（
Ａ
）
が
居

住
す
る
地
区
を
担
当
し
た
の
が
、
平
成
一
五
年
二
月
、
三
月
で
あ
る
上
、

被
告
の
居
住
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
被
告
方
を
訪
問
し
た
こ
と
だ
け
は
記
憶
し
て
い
る
。

Ｗ
は
、
原
告
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
世
帯
主
の
妻
で
あ
っ
て
も
、

放
送
受
信
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。

原
告
と
放
送
受
信
契
約
を
締
結
し
て
い
る
世
帯
は
、
全
国
的
に
は
七

〇
％
程
度
で
あ
る
が
、
東
北
地
方
で
は
九
〇
％
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
一
方
で
、
札
幌
市
内
で
は
、
世
帯
の
入
れ
代
わ
り
が
多
い
こ
と

か
ら
、
全
国
平
均
よ
り
も
低
い
。

Ｗ
は
、
平
成
一
五
年
二
月
七
目
、
被
告
方
を
訪
問
し
て
、
被
告
の
妻

Ｂ
と
面
談
し
た
。
Ｗ
は
、
Ｂ
に
対
し
、
放
送
受
信
契
約
書
の
『
受
信
契

約
者
』
欄
の
「
フ
リ
ガ
ナ
」「
お
名
前
」「
ご
住
所
」「
電
話
」「
口
座
通

帳
名
義
」「
指
定
口
座
」欄
に
自
ら
ピ
ン
ク
色
の
マ
ー
カ
ー
で
着
色
し
た

放
送
受
信
契
約
書
を
示
し
て
、
記
入
を
求
め
た
。

Ｗ
は
、
放
送
受
信
契
約
書
の
右
側
半
分
に
あ
る
「
家
屋
コ
ー
ド
」
欄

に
「
Ｃ
＊
＊
＊
＊
＊
」、「
氏
名
」
欄
に
「
Ａ
」、「
収
納
金
額
」
欄
に
「
四

六
八
〇
」、
期
間
（
平
成
）」
欄
に
「
一
五
年
二
月
〜
一
五
年
三
月
」、「
契

約
・
転
入
・
変
更
年
月
」
欄
に
「
一
五
〇
二
」
と
記
載
し
て
い
た
。

Ｂ
は
、
Ｗ
に
い
わ
れ
、
放
送
受
信
契
約
書
の
『
受
信
契
約
者
』
欄
の

「
フ
リ
ガ
ナ
」
欄
に
「（
Ａ
の
ふ
り
が
な
）」、「
お
名
前
」
欄
に
「
Ａ
」、

「
ご
住
所
」
欄
に
「（
郵
便
番
号
、
住
所
）」、「
電
話
」
欄
に
「
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
」、『
お
支
払
い
は
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
で
ど
う
ぞ
』
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欄
の
「
フ
リ
ガ
ナ
」
欄
に
「（
Ａ
の
ふ
り
が
な
）」、「
口
座
通
帳
名
義
」

欄
に
「
Ａ
」、「
指
定
口
座
」
の
Ｆ
銀
行
等
」
欄
に
「
Ｅ
」
と
記
載
し
、

「
お
名
前
」
欄
の
「
Ａ
」
の
横
に
あ
る
◎
欄
に
Ａ
の
印
を
押
印
し
た
。
Ｂ

が
被
告
の
名
前
を
記
載
し
た
の
は
、
被
告
が
世
帯
主
だ
か
ら
で
あ
る
。

Ｂ
は
、
平
成
一
五
年
二
月
七
日
、
Ｗ
に
対
し
、
同
年
二
月
三
月
分
の

受
信
料
と
し
て
、
四
六
八
〇
円
を
支
払
っ
た
。

Ｂ
は
、
そ
の
後
、
平
成
一
五
年
四
月
五
月
分
、
六
月
七
月
分
、
八
月

九
月
分
、
一
〇
月
一
一
月
分
の
支
払
と
し
て
各
四
六
八
〇
円
ず
つ
支

払
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｂ
は
、
周
囲
の
人
や
友
人
の
少
な
く
と
も
一
〇
人

以
上
に
受
信
料
を
支
払
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
ほ

と
ん
ど
が
受
信
料
を
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
Ｂ
は
、
原
告
に
対
し
、
電
話
で
受
信
料
の
徴
収
が
不
公
平

で
は
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
た
。

原
告
の
担
当
者
は
、
受
信
料
を
支
払
っ
て
い
る
ほ
う
が
多
い
と
回
答

し
た
が
、
Ｂ
は
払
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
と
い
う
事
実
を
確
認
し
て
不

公
平
で
あ
る
と
思
い
、
以
後
、
原
告
に
対
す
る
受
信
料
の
支
払
を
止
め

た
。Ｂ

は
、
原
告
か
ら
受
信
料
の
請
求
書
が
郵
送
さ
れ
て
き
て
も
、
被
告

に
見
せ
る
こ
と
な
く
捨
て
て
い
た
。

被
告
は
、
平
成
一
五
年
一
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日

ま
で
の
五
二
か
月
分
の
放
送
受
信
料
一
二
万
一
六
八
〇
円
を
支
払
っ
て

い
な
い
。

被
告
は
、
平
成
七
年
こ
ろ
、
住
所
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
転
居
し
て
き

た
。
被
告
は
、
平
成
一
一
年
こ
ろ
、
原
告
の
取
次
者
が
訪
問
し
て
、
放

送
受
信
契
約
を
締
結
し
た
上
、受
信
料
を
支
払
う
よ
う
要
請
さ
れ
た
が
、

こ
れ
を
拒
絶
し
た
。

被
告
は
、
平
成
一
一
年
一
二
月
、
Ｂ
と
婚
姻
し
た
。

被
告
夫
婦
は
共
働
き
で
あ
る
。
Ｂ
は
婚
姻
す
る
少
し
前
か
ら
、
住
所

地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
被
告
と
暮
ら
し
て
い
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等

は
Ｂ
が
同
居
す
る
以
前
か
ら
被
告
名
義
で
あ
っ
た
。

Ｂ
は
、
平
成
一
四
年
九
月
一
八
日
、
出
産
し
、
三
か
月
前
か
ら
産
休

を
取
得
し
、
平
成
一
六
年
一
月
こ
ろ
ま
で
育
児
休
暇
を
取
得
し
、
同
年

二
月
か
ら
職
場
に
復
帰
し
た
。

被
告
は
、
住
所
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
転
居
す
る
以
前
か
ら
テ
レ
ビ
を

購
入
し
、
Ｂ
と
婚
姻
す
る
前
か
ら
、
主
に
映
画
を
見
る
た
め
に
ジ
ェ
イ

コ
ム
に
加
入
し
、
月
額
五
八
八
〇
円
の
視
聴
料
を
支
払
う
と
と
も
に
、

ジ
ェ
イ
コ
ム
を
通
じ
て
放
送
を
視
聴
し
て
い
る
。
現
在
の
テ
レ
ビ
は
、

一
、
二
年
前
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

被
告
夫
婦
は
、
い
ず
れ
も
あ
ま
り
テ
レ
ビ
は
視
聴
せ
ず
、
原
告
の
番

組
も
あ
え
て
視
聴
し
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
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被
告
夫
婦
は
、
札
幌
簡
易
裁
判
所
か
ら
被
告
に
対
し
て
支
払
督
促
中

立
言
の
送
達
が
あ
る
ま
で
、
原
告
と
の
契
約
、
原
告
か
ら
受
信
料
請
求

に
つ
い
て
話
題
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

第
四

第
一
審
の
争
点
（
双
方
の
主
張
）

１

主
張
さ
れ
た
争
点
は
複
数
に
渡
る
が
、
以
下
、
民
法
七
六
一
条
に

関
す
る
部
分
に
つ
い
て
述
べ
る
（
な
お
、
以
下
、
傍
線
は
筆
者
に
よ

る
）。

２

原
告
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
主
張

原
告
は
、
平
成
一
五
年
二
月
七
日
、
被
告
と
の
間
で
、
放
送
受
信
契

約（
以
下
、
原
告
と
被
告
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
放
送
受
信
契
約
を「
本

件
契
約
」
と
い
い
、
一
般
的
な
放
送
受
信
契
約
と
は
区
別
す
る
。）
を
締

結
し
た
。
そ
の
際
、
被
告
の
妻
で
あ
る
Ｂ
が
、
被
告
名
で
放
送
受
信
契

約
書
に
署
名
押
印
し
、
被
告
名
義
で
平
成
一
五
年
二
月
及
び
三
月
の
受

信
料
四
六
八
〇
円
を
支
払
っ
た
。

本
件
契
約
の
締
結
は
、
民
法
七
六
一
条
（
日
常
の
家
事
に
関
す
る
債

務
の
連
帯
責
任
）
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
含
ま
れ
る
の

で
、
そ
の
法
律
効
果
は
被
告
に
帰
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
放
送
受
信
契

約
の
締
結
は
、
現
在
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
の
テ
レ
ビ
放
送
に
関
す
る

契
約
で
あ
る
こ
と
、
原
告
の
放
送
を
受
信
で
き
る
受
信
設
備
を
設
置
し

た
者
は
放
送
法
三
二
条
一
項
に
よ
り
放
送
受
信
契
約
を
締
結
す
べ
き
法

的
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、
放
送
受
信
契
約
を
締
結
し
た
場
合
の
一

月
当
た
り
の
負
担
額
も
二
四
〇
〇
円
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、

「
日
常
の
家
事
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

３

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
契
約
に
民
法
七
六
一
条
の
適
用
は
な
い
。

そ
も
そ
も
、
七
六
一
条
は
、
第
三
者
の
「
取
引
の
安
全
」
を
守
る
た

め
の
規
定
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
新
版
注
釈
民
法
（
21
）」
四
四
四
頁
〜
四
四
五
頁
の
記
載

は
次
の
と
お
り
で

３
）

あ
る
。

「
し
た
が
っ
て
、
家
事
処
理
に
伴
う
債
務
は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
が
名
義

人
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
夫
婦
共
同
の
債
務
で
あ
る
。
し
か
も
通

常
、
家
事
に
つ
い
て
取
り
引
き
す
る
相
手
方
は
、
意
思
表
示
の
表
意
者

や
受
領
者
が
夫
婦
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
夫
婦
双
方
が
法
律
行
為
の

主
体
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
相
手
方
保
護
の
見
地
か
ら
、
日
常
家
事
の

債
務
に
つ
い
て
は
夫
婦
が
連
帯
し
て
そ
の
責
に
任
ず
る
と
規
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
」

①

し
か
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
契
約
は
、
ま
ず
「
双
務
契
約
」
で
は
な
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い
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
受
信
料
以
外
の
他
の
公
共
料
金
は
、す
べ
て
双
務
契
約（
た

と
え
ば
、
ガ
ス
を
使
っ
た
ら
、
使
っ
た
分
だ
け
ガ
ス
料
金
を
支
払
う
。

も
し
払
わ
な
か
っ
た
ら
、
ガ
ス
を
止
め
ら
れ
る
）
で
あ
る
。

「
双
務
契
約
」だ
か
ら
こ
そ
、
取
引
の
相
手
方
の
信
頼
を
守
る
必
要

が
あ
る
。

し
か
し
、
受
信
料
は
、「
放
送
」の
対
価
と
し
て
払
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
払
わ
な
く
て
も
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
を
止
め
ら
れ
る
こ

と
も
な
い
。

「
放
送
法
逐
条

４
）

解
説
」で
は
、「
一
種
の
国
民
的
負
担
」「
特
殊
な
負

担
金
」
と
言
っ
て
い
る
。

②

次
に
、
受
信
料
支
払
い
義
務
は
、「
受
信
契
約
」に
よ
っ
て
生
じ
る

も
の
で
は
な
い
。

放
送
法
に
よ
れ
ば
、
受
信
設
備
の
設
置
と
と
も
に
、
契
約
す
る
義

務
が
あ
り
、
受
信
料
を
支
払
う
義
務
が
生
じ
る
、
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
受
信
設
備
の
設
置
」者
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
受
信
料
を

請
求
で
き
る
立
場
に
あ
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

③

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、「
取
引
の
安
全
」の
為
の
規
定
で
あ
る
、
七
六

一
条
を
、
受
信
料
に
適
用
す
る
必
要
性
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
七
六
一
条
の
適
用
が
な
く
と
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
受
信

設
備
の
設
置
者
」
に
受
信
料
を
請
求
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
五

地
裁
に
お
け
る
和
解
勧
告

札
幌
地
方
裁
判
所
は
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
二
日
、
双
方
の
代
理

人
を
通
じ
て
、
原
告
及
び
被
告
に
対
し
、
被
告
が
原
告
と
の
間
で
新
た

に
放
送
受
信
（
衛
星
）
契
約
を
締
結
し
て
、
本
件
訴
訟
を
終
局
的
に
解

決
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
と
こ
ろ
、
被
告
は
、
裁
判
所
の
和
解
勧
告
に

応
じ
た
も
の
の
、
原
告
は
、
同
年
一
一
月
一
三
日
付
け
上
申
書
に
よ
り

裁
判
所
の
和
解
勧
告
に
応
じ
な
か
っ
た
。

第
六

札
幌
地
裁
の
判
決

札
幌
地
裁
は
、
平
成
二
二
年
三
月
一
九
日
、
原
告
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
請
求
を

棄
却
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

地
裁
判
決
は
、
放
送
受
信
契
約
に
そ
も
そ
も
民
法
七
六
一
条
の
適
用

は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
論
理
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る（
抜

粋
し
て
述
べ
る
）。

１

放
送
受
信
契
約
と
は

「
放
送
法
の
規
定
、放
送
法
施
行
規
則
の
規
定
、規
約
の
規
定
か
ら
す
れ

ば
、
放
送
受
信
契
約
は
、
次
の
特
質
を
有
す
る
公
法
的
色
彩
の
強
い
団
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体
主
義
が
加
味
さ
れ
た
特
殊
な
契
約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ア

原
告
の
放
送
を
受
信
で
き
る
受
信
設
備
を
設
置
し
た
国
民
は
、
原

告
と
放
送
受
信
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

放
送
受
信
契
約
は
、
受
信
設
備
を
設
置
し
た
日
に
成
立
す
る
。

ウ

受
信
設
備
（
受
信
機
）
を
設
置
し
た
国
民
は
、
受
信
契
約
書
を
放

送
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

エ

放
送
受
信
契
約
は
世
帯
ご
と
に
行
う
。

オ

受
信
料
の
免
除
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
務
大
臣
の
許
可
を
得
た
基
準

に
よ
る
。」

２

放
送
受
信
契
約
の
解
釈
、
運
用

「
放
送
法
の
立
法
担
当
者
の
説
明
、
放
送
法
逐
条
解
説（
放
送
法
の
有

権
的
解
釈
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
に
よ
る
解
説
と
解
さ
れ
る
。）に
よ

る
説
明
及
び
原
告
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
本
件
訴
訟
に
お
け
る
主
張
に
よ
れ
ば
、

放
送
受
信
契
約
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
、
運
用
さ
れ
て
い
る
個
人
主
義

を
基
調
と
し
た
私
法
上
の
契
約
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ア

受
信
料
は
、
国
民
の
特
殊
な
負
担
金
で
あ
っ
て
、
聴
取
に
対
す
る

対
価
で
は
な
い
。
原
告
は
、
放
送
法
に
よ
り
、
特
殊
な
負
担
金
を
国

民
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
の
権
能
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

イ

放
送
受
信
契
約
は
、
契
約
当
事
者
間
に
対
価
関
係
の
な
い
片
務
契

約
で
あ
る
。

ウ

放
送
受
信
契
約
の
成
立
は
、受
信
設
備
を
設
置
し
た
日
で
は
な
く
、

放
送
受
信
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
で
あ
る
。

エ

放
送
受
信
契
約
に
は
解
除
と
い
う
概
念
が
な
く
、
受
信
料
支
払
義

務
を
消
滅
さ
せ
る
に
は
、
受
信
装
置
の
設
置
を
撤
去
す
る
か
、
受
信

料
を
原
告
か
ら
免
除
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

オ

原
告
は
、
特
殊
な
負
担
金
の
徴
収
手
段
と
し
て
特
別
な
徴
収
方
法

が
認
め
ら
れ
ず
、
民
事
訴
訟
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。」

３

民
法
七
六
一
条
の
適
用
に
つ
い
て

「
原
告
は
、
放
送
受
信
契
約
の
締
結
が
民
法
七
六
一
条（
日
常
家
事
債

務
の
連
帯
責
任
）
の
日
常
の
家
事
に
関
す
る
法
律
行
為
に
含
ま
れ
る
の

で
そ
の
法
律
効
果
は
被
告
（
Ａ
）
に
帰
属
す
る
と
主
張
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
民
法
七
六
一
条
は
、
双
務
契
約
に
お
け
る
一
方
当
事
者

か
ら
夫
婦
の
一
方
と
契
約
し
た
場
合
に
、
そ
の
行
為
が
日
常
の
家
事
に

関
す
る
法
律
行
為
に
含
ま
れ
る
場
合
に
は
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
に
連
帯
責
任

を
負
わ
せ
て
、
夫
婦
と
取
引
を
し
た
第
三
者
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
規

定
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
契
約
当
事
者
間
に
対
価
関
係
は
な
い
片
務

契
約
で
あ
る
放
送
受
信
契
約
に
民
法
七
六
一
条
の
適
用
は
な
い
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
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第
七

札
幌
高
裁
判
決
の
内
容

札
幌
地
裁
の
判
決
に
対
し
、
原
告
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
即
日
控
訴
し
、
札
幌

高
等
裁
判
所
に
お
い
て
控
訴
審
の
審
理
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
二
年
一
一
月
五
日
、
札
幌
高
等
裁
判
所
は
、
原
審
の
札
幌
地

裁
の
判
決
を
取
消
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
請
求
を
全
面
的
に
認
め
る
判
決
を
言

い
渡
し
た
。

札
幌
高
裁
の
判
決
中
、
民
法
七
六
一
条
に
関
す
る
部
分
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

１

民
法
七
六
一
条
の
該
当
性
、
す
な
わ
ち
一
般
的
に
夫
婦
共
同
生
活

を
営
む
う
え
に
お
い
て
通
常
必
要
な
行
為
か
ど
う
か
に
つ
い
て
（
※

こ
の
点
は
、
地
裁
判
決
で
は
、
そ
も
そ
も
七
六
一
条
の
適
用
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
か
ら
判
断
し
て
い
な
い
）

「
本
来
、
本
件
契
約
を
締
結
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
被
控
訴
人
（
Ａ
）

の
代
理
人
と
し
て
、
そ
の
妻
で
あ
る
Ｂ
が
本
件
契
約
を
締
結
し
た
行
為

が
、
民
法
七
六
一
条
の
日
常
家
事
行
為
に
該
当
し
、
Ｂ
に
法
定
代
理
権

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
以
下
検
討
す
る
に
、
…
ま
ず
、
披
控
訴
人
夫
婦

の
個
別
的
事
情
を
捨
象
し
て
、
本
件
契
約
が
締
結
さ
れ
た
平
成
一
五
年

当
時
に
お
い
て
、
控
訴
人
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
と
の
間
の
放
送
受
信
契
約
の
締

結
行
為
が
、
一
般
的
に
、
夫
婦
共
同
生
活
を
営
む
上
に
お
い
て
通
常
必

要
行
為
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

そ
う
す
る
と
、
①
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
世
帯
普
及
率
は
、
平
成
一
五
年

当
時
に
お
い
て
九
九

四
％
で
あ
り
、平
成
二
二
年
三
月
末
現
在
に
お
い

て
も
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
こ
と
、
②
平
成
一
七
年
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、

国
民
全
体
の
う
ち
九
割
以
上
が
接
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
そ
の

平
均
視
聴
時
間
は
、
平
日
が
三
時
間
二
七
分
、
土
曜
日
が
四
時
間
三
分
、

日
曜
日
が
四
時
間
一
四
分
で
あ
る
こ
と
、
③
日
常
家
事
行
為
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
、
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
料
金
と
と
も
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
支
払
が
、
金
融
機
関
に
お
い
て
、「
公
共
料
金
」と
し
て
、

自
動
引
落
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
④
前
記
認
定
し
た

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
契
約
締
結
当
時
の
衛
星
カ
ラ
ー
契
約
の
受
信

料
額
は
月
額
二
三
四
〇
円
で
あ
り
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
の
料
金
改
定

後
の
衛
星
契
約
の
受
信
料
額
も
月
額
二
二
九
〇
円
で
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
五
年
当
時
、
一
般
的
な
家
庭
に
お
い
て
、

テ
レ
ビ
を
家
庭
内
に
設
置
し
て
テ
レ
ビ
番
組
を
視
聴
す
る
こ
と
は
、
日

常
生
活
に
必
要
な
情
報
を
入
手
す
る
手
段
又
は
相
当
な
範
囲
内
の
娯
楽

で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
受
信
料
の
支
払
も
、
日
常
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家
事
に
通
常
随
伴
す
る
支
出
行
為
と
認
識
さ
れ
、
そ
の
金
額
も
夫
婦
の

一
方
が
そ
の
判
断
で
決
し
て
も
家
計
を
直
ち
に
圧
迫
す
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
を
前
提
に
、
控
訴
人
の
放
送
を
受
信
可
能
な
テ
レ
ビ
を
家
庭
内

に
設
置
し
た
者
は
控
訴
人
と
放
送
受
信
契
約
を
締
結
す
べ
き
義
務
を

負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
実
際
に
そ
の
家
庭
が
控
訴
人
の
放
送

番
組
を
ど
れ
く
ら
い
視
聴
し
で
い
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
平
成
一

五
年
当
時
、
受
信
料
支
払
義
務
を
伴
う
放
送
受
信
契
約
を
控
訴
人
と
締

結
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
、
客
観
的
に
見
て
、
夫
婦
共
同
生
活
を
営
む

上
で
通
常
必
要
な
法
律
行
為
で
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

２

個
別
事
情
に
つ
い
て

そ
の
う
え
で
、
Ａ
の
個
別
事
情
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
（
※
１
同

様
、
地
裁
判
決
で
は
、
そ
も
そ
も
七
六
一
条
の
適
用
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
か
ら
判
断
し
て
い
な
い
）

「
披
控
訴
人
は
、
放
送
受
信
契
約
の
締
結
が
、
個
人
の
思
想
信
条
に
か

か
お
る
部
分
が
多
い
か
ら
、
夫
婦
間
で
代
理
権
を
認
め
る
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
性
質
の
契
約
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。
上
記
「
思
想
信
条
」
が

い
な
か
る
内
容
を
い
う
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
の
と
お

り
、
控
訴
人
の
放
送
を
受
信
可
能
な
テ
レ
ビ
を
設
置
し
た
以
上
、
放
送

受
信
契
約
を
締
結
す
べ
き
こ
と
は
放
送
法
で
定
め
ら
れ
た
法
的
義
務
な

の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
義
務
の
存
在
を
前
提
と
す
る
限
り
、
設
置
者

が
個
人
的
な
「
思
想
信
条
」
に
よ
り
受
信
料
を
支
払
う
意
思
を
有
し
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
放
送
受
信
契
約
結
の
日
常
家

事
債
務
性
を
否
定
す
る
ご
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
被
控
訴
人
は
、
日
常
家
事
に
関
す
る
支
出
と
し
て
の
必
要
性

の
判
断
に
お
い
て
は
、
個
々
の
夫
婦
の
意
思
や
事
情
も
考
慮
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
し
て
、
被
控
訴
人
が
放
送
受
信
契
約
の
締
結
を
希
望
し
て

お
ら
ず
、現
に
被
控
訴
人
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
を
視
聴
し
て
い
な
い
こ
と
、

本
件
契
約
を
締
結
し
な
く
て
も
被
控
訴
人
夫
妻
の
生
括
に
は
支
障
が
な

い
こ
と
か
ら
、
本
件
契
約
の
締
結
は
日
常
家
事
行
為
と
は
い
え
な
い
旨

主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
放
送
受
信
契
約
の

締
結
は
テ
レ
ビ
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
法
的
義
務
で
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
を
実
際
に
見
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
前
述
の
と
お
り
、
テ
レ
ビ
の
設
置
及
び
視
聴
自
体

に
日
常
家
事
行
為
性
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
個
々
の
家
庭
に
お
け
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
視
聴
の
意
欲
や
実
績
自
体
に
よ
り
、
放
送
受
信
契
約
締
結
の
日
常

家
事
債
務
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
上
記
の
ご
と
き
個
々
の
家
庭
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
の
実
態
に
よ
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り
、
日
常
家
事
行
為
性
の
有
無
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
前
記

認
定
の
と
お
り
世
帯
主
の
妻
に
よ
る
契
約
締
結
が
相
当
数
を
占
め
る
現

状
の
も
と
で
、
取
引
の
安
全
性
が
著
し
く
損
な
わ
れ
、
民
法
七
六
一
粂

の
立
法
趣
旨
の
一
つ
で
も
あ
る
取
引
相
手
の
保
護
が
果
た
さ
れ
な
く
な

る
。」

３

「
そ
も
そ
も
七
六
一
条
の
適
用
が
あ
る
か
な
い
か
」
に
つ
い
て

そ
し
て
、
第
一
審
判
決
の
核
心
で
あ
る
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
判
示
し
そ
の
適
用
が
あ
る
と
し
た
。

「
被
控
訴
人
は
、
受
信
料
は
『
特
殊
な
負
担
金
』
で
あ
る
か
ら
、
取
引

安
全
保
護
規
定
で
あ
る
民
法
七
六
一
条
の
適
用
は
な
い
旨
主
張
す
る
。

確
か
に
、
放
送
受
信
契
約
は
、
控
訴
人
の
放
送
を
受
信
可
能
な
受
信

機
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
控
訴
人
の
放
送
を
受
信
す
る

か
否
か
に
関
係
な
く
締
結
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
、
放
送
受
信
契
約
は
、
対
価
的
給
付
を
前
提
と
せ
ず
に
受
信
料
の

支
払
義
務
の
み
を
負
担
す
る
契
約
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
前

記
認
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
ご
と
き
契
約
締
結
義
務
が
放

送
法
で
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
公
共
放
送
機
関
で
あ
る
控

訴
人
の
事
業
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
「
一
種
の
国
民
的
負
担
」
を
国

民
に
負
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
ら
れ

る
。し

か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
婚
姻
生
活
に
お
い
て
日
常
の
家
事
処
理

に
伴
う
債
務
は
、
い
ず
れ
が
名
義
人
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
夫
婦

共
同
の
債
務
で
あ
る
こ
と
が
、
民
法
七
六
一
条
の
立
法
趣
旨
で
も
あ
る

以
上
、
取
引
安
全
の
保
護
を
唯
一
の
立
法
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

す
る
被
控
訴
人
の
主
張
は
そ
の
点
で
前
提
を
欠
き
採
用
で
き
な
い
。

テ
レ
ビ
設
置
者
が
契
約
締
結
義
務
を
負
い
、
前
述
の
と
お
り
、
テ
レ

ビ
の
視
聴
や
受
信
料
の
支
払
が
一
般
的
に
日
常
家
事
行
為
に
含
ま
れ
る

と
解
す
る
以
上
、
放
送
受
信
契
約
を
日
常
家
事
行
為
と
解
し
て
も
、
上

記
民
法
七
六
一
条
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。ま

た
、
上
述
の
と
お
り
、
受
信
料
の
支
払
が
義
務
的
負
担
金
と
し
て

の
性
格
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
た
め
の
法
的
枠
組

み
と
し
て
、
放
送
法
は
、
罰
則
の
な
い
契
約
締
結
義
務
を
定
め
る
だ
け

で
、
そ
れ
以
上
に
、
通
常
の
私
人
と
異
な
る
強
制
的
な
徴
収
権
限
等
は

一
切
定
め
て
お
ら
ず
、テ
レ
ビ
設
置
者
の
任
意
の
契
約
締
結
に
基
づ
き
、

民
事
訴
訟
法
や
民
事
執
行
法
等
に
よ
り
契
約
内
容
の
実
現
を
図
る
以
外

の
法
的
手
股
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
受
信
料
が
「
特

別
の
負
担
金
」
で
あ
る
と
し
て
、
放
送
受
信
契
約
を
他
の
私
法
上
の
契
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約
と
別
異
の
取
扱
い
を
す
る
の
も
相
当
で
な
い
。」

第
八

結
び

地
裁
判
決
と
高
裁
判
決
は
、
民
法
七
六
一
条
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て

の
微
妙
な
解
釈
の
違
い
（
高
裁
は
、「
取
引
の
安
全
の
保
護
」
だ
け
で
な

く
、「
実
質
的
に
夫
婦
共
同
の
債
務
」で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
）、
及
び
、

受
信
料
の
性
格
や
放
送
法
に
よ
る
契
約
締
結
義
務
と
そ
の
後
の
契
約
の

「
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
の
評
価
（
高
裁
は
「
テ
レ
ビ
設
置
者
の
任
意
の

契
約
締
結
に
基
づ
き
」
と
述
べ
る
）
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
放
送
法
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
設
置
者
は
、「
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
」
が
法
的
義
務
（
す
な
わ
ち
法
的
に
は
「
選
択
権
」、「
契
約
自
由
」、

「
私
的
自
治
」
は
な
い
）
と
し
な
が
ら
、
い
っ
た
ん
契
約
を
し
て
し
ま
う

と
私
法
の
分
野
と
な
り
、「
他
の
私
法
上
の
契
約
と
別
異
の
取
り
扱
い
は

し
な
い
」（
札
幌
高
裁
）、
と
い
う
こ
と
に
、
不
整
合
性
や
歯
切
れ
の
悪

さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、「
契
約
し
た
者
で
あ
っ
て
支
払
わ
な
い
者
」を
対
象
と
し
、
し

か
も
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
「
選
ば
れ
て
」
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る
こ

と
へ
の
不
満
、
不
公
平
感
が
確
実
に
あ
る
。

訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
人
は
、「
確
信
的
に
契
約
し
な
い
者
」は
な
ぜ
法

的
措
置
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
の
か
と
感
じ
て
い
る
（
な
お
、
最
近

の
報
道
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
契
約
未
締
結
者
に
対
し
、
訴
訟
を
提

起
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
来
、
受
信
料
の
請
求
、
特
に
法
的
手

続
き
に
よ
る
請
求
は
、
受
信
料
支
払
い
義
務
者
に
対
し
一
律
に
お
こ
な

わ
な
け
れ
ば
公
平
で
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
今
後
報
道

さ
れ
た
方
向
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対

す
る
対
処
で
も
あ
る
で
あ
ろ
う
）。

本
件
訴
訟
で
は
、
そ
の
争
点
を
民
法
七
六
一
条
の
適
用
の
可
否
と
い

う
き
わ
め
て
狭
い
領
域
に
限
っ
て
争
っ
た
も
の
だ
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
報
告
さ
れ
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
共
性
や
放
送
受
信
契
約
の
消
費
者
契

約
性
は
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
り
、
民
法
の
適
用
の
問
題
自
体
に
も
影

響
が
あ
る
論
点
で
あ
る
も
の
と
感
じ
た
。

注１
）

判
例
時
報
二
〇
七
三
号
九
八
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
二
九
号
一
五

五
頁
。
な
お
、
評
釈
と
し
て
は
、
生
駒
俊
英
「
妻
が
夫
名
義
で
行
っ
た

放
送
受
信
契
約
の
締
結
に
、
民
法
七
六
一
条
の
適
用
は
な
い
と
し
た
事

例
」（
法
律
時
報
八
二
巻
一
三
号
三
五
二
頁
以
下
）
が
あ
る
。

２
）

判
例
時
報
二
一
〇
一
号
六
一
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
四
九
号
一
七

〇
頁
。

３
）

有
斐
閣
・
新
版
注
釈
民
法
（
21
）
四
四
四
頁
以
下
（
伊
藤
昌
司
）。

４
）

財
）
電
気
通
信
振
興
会
発
行
、
金
澤
薫
著
「
放
送
法
逐
条
解
説
」。
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